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西表島の主要四河川と高那及び古見

地域における天然水の化学的調査

並Iib tl蝣;*　　把'K Il tf*

Geochemical investigation of the main river waters

and other natural waters on IRIOMOTE Isl.

Kiyoshi Kaneshima and Akira Tokuyama

m

Abstract

GeochemicalstudieswereconductedonnaturalwatersinTAXもÅ-

NAandKOM工regioilsandthemainfourriversin工RIOMOTEIsl.

SamplingwasconductedinSeptember1970atTAKANAand

KOM工regionsandtheNakaraariver.andinSeptember1971atthe

Urauchi,KuiraandNakarariver.

1)AcidicnaturalwetersinTAKANAregionwerereportedat

thenewspaperas'hotsprings".How㌔,cr.ぬ巳ユuthcrsconcludedthat

watersarenothotsprings,forthefluxesare】ittieandthewater

temperatureislow(28-C).

2)GregariousnessofhIangroveisseenfromtherivermouthto

anupperstreamaboi王t6KmattheUrauchiriver,toabout5Kmat

theNakamariver,toabout4.5KmattheNakarariverandtoabout

4KmattlleKuirariverandtlleClconcentrationsatthelimitting

pointsofMangrovearerespectively1/6,1ノ耳1/ヨand1/20fseawater

attheUrauchi,Nakama,Makaraandlくuirariver.Howevertherarlge

ofsalinityisnotconstant,saliltitvmaybeoneot1-raportantfactors

forgrowthofMangrove.

3)Chemicalcompositions(CiiandIICOa)oflandwatersaregrou-

pedtodifferentpatternsateachriver.Thatdifferentchemicalpatt-

cmsreflectcliffrentnaturalenvlrcjiiraenは山eachriver.
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されて人間の活動によっての汚染が非常に少なくこの意味で人間活動によって自然が破壊されつ・

ゝある今日実に憤重な自然科学の研究舞台といわなければならないO

今回は地質と動物と化学が協同してこの西表の自然に対し三方面から研究を行なうことになり

先ず最初に化学関係は西表島の水系に対して研究のメスを加えることにしたo　その大きな理由

は最近本土の調査団によって西表島の東北部の高郡に敵性の温泉があるとの新聞報道があって以

来、竹富町の役場から正式に調査の依頼を受けたことと,もう-・つは人為的に汚染を受けていな

い今日の時点でこのような環境の水質の榛系をはっきりと把推しておくことは将来に向けてとて

も重要ではないかと考えるからである。　また西表島には熱帯特有のマングロ-プの原始林があ

りこの原始林の水との関係を知ることは非常に興味深いものであるO

実験結果と　考察

地学、生物学、化学の三者協同の調査は地学に野原朝秀、生物学に伸宗根率男それに化学とい

うメンバーで1970年9月17日に部覇を出発して18日西表島大原に着き19日から22日までの4日間

ヨ三として東西表島の調査を行なった。

図1に仲間川における採水地点、図2に商都、古見における採水地点を示した。

Fig. 1 Map silowing samp一e 一ocalities in south of Iriomote Tsl・
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Fig. 2　Map showing sample localities in

TAKANA and KOMI area of IRIOMOTE Isl.
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t.高郡の酸性温泉について

表1に示したように商都旧部落跡を流れる細流の試料番号N0.1がそれであるがpH3.6と相当に

酸性を示すものであるが、この酸性の水のある地域の環境や水督表から判断して新聞でさわぐよ

うな酸性の温泉というほどのものではないFJ　これはこの細流の流域に敢性白土を座するためこ

の願性白土のイオン交換作用によって水の中に水素イオンの濃度が増した程度のもので雨水によ
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って掠れが増加すればすぐにでもpHは増大することが考えられる。 ・このE.とはすぐそばの小

川N0.2の水質表からもいえることでありこれは酸性の温泉と称するに価しない(水温28-C),

裏2に高郡地区と古見で採った5つの試料について、 Na/Cl、 Ca/Cl、 Mg/Cl、 SO4/C1比の値

を示したo　高弟地区の試料でSOヰ/Cl比の値が高いのが目立っているo

Table 1 Chemical composition of natural weters in the Nakama river, Takana and Komi area

Sample
No.

70.9.20

N-　6　　　8:48
N-7　　　8:58
M^m
N-9
N-10
N-ll
N-12

N-14
N-13

1

2

3

4

70.9-19

10:30

ll:00

12:00
12:30

15:00

pH Alkal.　CI Na Ca Mg SO疎

(m-equ./1) (g/1)　(g/1) (g/1)　(g/1) (gメl)

7.8　　　2.24　17-6　　　n.d.

7.6　　1.67　　10.4　　　　4.43

7.4　　1.32　　　6.97　　　2.45

7.2　　　0.91　　3.71　　1.30

6.9　　　0.46　　　0.364　　　0. 16

7.0　　　0.37　　　0.029　　　0.015

7.2　　　0.39　　　0.029　　　0.014

7.1　　0.38　　　0.028　　).014
7.8　　1.38　　　7.26　　　2.85

0.384　　1.20

0.226　　　0.696

0. 153　　　0.470

0.080　　　0.245

0.011　　0.025

0.003　　1.003

0.003　　　0.003

0.002　　　0.003

0. 161　　0.484

3.6　　　　　　　　0.067　　　0.024　　　0.016　　0.〔泊6

5.8　　　0.22　　　0.068　　　0.027　　　0.013　　0.0056

7.0　　　0.32　　　0.041　　0.016　　　0.005　　0.004

6.2　　　0.86　　　0.054　　　0.019　　　0.022　　0.0073

7.2

0.88

0.81　　0.031　　0.015　　　0.010　(3.0046　　0.008

Table 2　　Values of Na/Cl, Ca/Cl, SO4/CI of natural lwaters in

TAKANA and KOMI area

Sample No.

1

2

3

4

5

Na/CI Ca/C I Mg/CI S04/C1

0.36

0.39

0.40

0.35

0.48

0.24　　　　0.091

0. 19　　　　0.081

0.13　　　　0.10

0.40　　　　0. 13

0.32　　　　0-15

0.84

0.47

0.44

0.71

0.27

Komi

2.仲間川の水質について

西表島東南部の最も大きな河川である仲間川の水質について下流から上流までの9地点に於け

る水質の変化を調べ1ここ　特にマ二一グローブ林と水質について検討した、p.　その結果表1に示す

ように仲間川は下流から上流に行くに従--'て海水が次第に河川水によってうすめられ図1に示す

ようにNo.6即ち仲間川倍の下ではほとんど縫海水がN0.7の地点で約2倍にうすまりN0.8の地点で

3倍にN0.9の地点で約5倍にうすま-,ておりこの地域まではマングローナ杯があり海水とマング

ローブ生育と密接な関係のあることを示している。　No.10の地点から急激に海水の膨郷がなくな

鳩塙0倍ほどにう廿.lt '"W.''No.llcサJ射.'>'-蝣、一、.上流は(1- '-. /し蝣h'tf再;<7>持轡'蝣";・()ていない. ・二t.0.1;



.''lt -.;蝣'古二'!: l-". /:吉;紀要(J;!、声言:') m

うにf'l'h'u.i日に.畑l T　　　甲二言l'j圭・1約5倍にう-1一　　　　　　二　位~~こ生-ii'舶t'.1日　て

あるが*V・'*1亘・ 「.涼ii',こ,嘉之にM./言打"Ji.一五少し50(#}ii!アー二・;i;j').上蝣-W氷がうす・Ji -.'Vt; ').:-し,'うせ

いかマン・て・)、り一-/、t.`　をここii.1:・':・上¥T.i,iこU,/Sことが少Jないl')!二i,,i:蝣/上　ングローー//|:fjfに`

な関係のあることを示しているo Lかし塩分濃度が海水の5分」>]というデータは現在仲間川

に於てo'.)デーVで,), 0こ(01侶n?ll真U)¥県出がどcoxうにな　ら、:.昌・、どうかについてはさ1、,にI'M"

西表鳥omv、川L ltnMl[・'>どに　-いて-粧'.!-'i--.!~ろ必要.がこ蝣''''.<;:

ま　と　め

1.ら.榔LJ唖モ刑三根I',I.上い汗トI L¥'j)¥1¥里廿¥ ¥-:j)イ寸　こ:,I持出∴吊十・T.二珍;¥ !ノ・いM象・-hill蝣蝣(は

は別co t L蝣'mu'-H上L'用こサJ、 ;!l・'二こい..

2. W閥日岡水質は下流から上流に行くにつれrて海水によ右語弊が少なくなりマ　yp-ナ生

育地精に槙!蝣':?:¥¥'>)「ほ?蝣;.-';i-蝣>&'!> '・>し・トーL持.'<蝣t-.J土ころ・ま-C:.蝣蝣'.'帖PLに=t.:.昌　トI詰'/ -∵ '/U

-ザ柿は損分と密堵な関係がある-:

(その2)

浦内川,仲也川,タイラ川の水質と西表島の主要河川水の化骨師戒に闘する考察

まえがき

人為IW<:i>声ucojtとAc蝣',こい西表I'.蝣-.蝣中川|c/>y来日に一一こい-し・V'蝣蝣''輔蝣・'4;!し、iサl:冊く中{蝣'-付す

る物質ST¥(J}¥n':<さや蕪辞「田J`い蝣蝣'/ll--.'粟茂地域(/)水門吊n;l‥ニー1.は.ニ'/I?一一・・:LJ),押上叫Uf

究UN.;距紺一・l-'.M星供する上I-'CL二、HiI.'一着!芋;rjにU'!l.′、-'I「十・一蝣i上.'.L/AWIU二lJlH訂:,洞

充の恭拙柾r・V.'f'.Jr'Jことに・∴/-こ二三Hh'蝣1こo¥一川年C197り年tlllにMiI沃V)I-1こ1'表Iiilil'l棚ll

L.."蝣)水l'持U'l..＼十二.!・"'蝣-いて1971";i--il!:.'ft・-'上し守贈躍ビ表ふし0-K^iu日日である油IJ州t、い良川さ∴しこ・'h

ライ川の河川の水貫調査を行㌢}結.モ0結果西表島の主要河出U)水質について概況射〕1ろこと

てき、二_川両IE∵、JC:I"I'Jに子.甲早-こ:高・.;!'蝣昌守ァ<蝣=.ニー-_十二∴:

実験

1970^9月の第1次東西表出叫帖u日岡調査に椀いて1971年!用15Fト171¥0)3E‖即こわたり

西部西表島叫再内川、伸良川およびクイう川の3つ叫ffJJIIについてマングロ-プの繁茂する下練

から上流まで表面水の採水を行い、水温、pH、溶存酸素、Na+、Ca2-i¥Mg2+、Cト、SO,12-

およびB.C.Pア,'lカリ度の9項目について常法に従って測定を百な-,たO

すなわちpHは比色法で、溶存酸素はヨー嘉滴定によるウイニ'Jラー法でNa+は炎光法でCa^十

とMg2-は・EDTA滴定法でCトは恒3⊥醸カリを指示薬とい用fj取組滴定法でSO4z-は硫酸バ

リウムとして窮M法で、ア)trカリ度はB.C.P.を据示華リ:,vtf調蜜で滴定した=.採水地点を図

3::ド'I!蝣"二VrA帯十巨T・表3上表rlに,!一二.L.
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Fig. 3　Map showing sample localities in N. W. of Iriomote lsl.
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Table 3　　Chemical compositionl of natural waters in the Nakara river

Sample
No.

NR

NR-2

NR-　3

NR　-4

NR-　5

NR-　6

NR-7

NR-S

NR-9

NR -10

NR -ll

NR -12

NR-13

Dissol.Oa Temp.
(ml/1)　(-C)

pH Na Ca Mg CI SO4　　　Alkal.
(g/1) (g/1) (g/1)　(g/1) (g/1) (m・equ./l)

26.6　　　8.3　10.25　　0.400

26.6　　　7.8　9.17　　0.373

28.0　　　7.6　　8.75　　0.343

29.0　　　7.5　7.00　　0.289

29.0　　　7.3　　5.69　　0.235

28.0　　　7.4　4.23　　0.172

26.2　　　7.4　2.20　　0.097

25.0　　　7.3　　0.019　　0.012

25.4　　　7.3　0.018　0.012

24.0　　　7.3　0.023　0.017

30.8　　　7.5　7.35　　0.289

30.4　　　7.8　8.65　　0.344

30.0　　　7.8　9-37　　0.400

1.27

1.15

1.06

0.882

0.719

0.525

0.282

0.005

0.005

0. 004

0.880

1.0∠1

1.ll

18.5　　2.61

16.9　　2.37

15.6　　1.93

13.1　1.85

10,　　1.45

7.56　1.05

4.01　0.57

0.028　0.0086

0.021　0.0082

0.027　0.0074

ll.5　　1.83

15.2　　2.19

16.3　　2.34

Table 4　　Chemical composition of natural waters in the Urauchi and Kuira river

Samole Date
isR

U-1

U--2

U--3

LIB^
U-5

U-6

U-7

U--8

U-9　13:35

71.9.17

9:30

9:36

9:42

K-4　　9:50

Dissol. 02
(ml/1)

3.65

Temp.　pH Na
(oC)　　　　(g/1)

28.4　　　8.0　9.37

28.8　　　7.8　8.75

29.6　　　7.6　　6.56

29.0　　　7.5　　3.75

28.0　　　7.3　　.54.

27.2　　　7.3　0.75

27.6　　　7.2　1.00

27.3　　　7.3　0.012

27.4　　　7.3　0.012

28.4　　　8.2　10-25

28.6　　　7.9　9.50

29.0　　　7.9　9.50

29.0　　　7.6　9.00

29.8　　　7.4　6.79

29.4　　　7.3　　5.28

Ca Mg
(g/1) (虹1_)

0.366　1. 14

0.350　1.09

0.275　0.843

0.161　0.491

0.070　0.202

0.036　0.095

0.047　0.131

0.050　0.001

0.054　0.001

0.404　1.26

0.400　1.25

0.404　1.26

0.393　1.22

0-306　0.938

0.243　0.731

2.32

2.30

2.24

2.15

1.94

1.71

1.72

1.10

1.02

1.54

2.07

2-21

2.30

Cl soヰ　Alkalinity

(g/1) (i?/l) (m-equ./l)

16.7　　2.10

16.0　　2.30

12.5　　1.79

7.13　1.01

3.09　0.444

1.42　0.260

2.00　0.295

0.019　0.002

0.019　0.002

18.7　　2.66

18.3　　2.63

18.　　2.63

17.9　　2.53

13.9　　2.06

ユ0.9　　1.53

2.18

a.io

1.76

1.20

0.76

0.54

0.61

0.35

0.35

2.32

12 ∴yl

2.38

2.30

1.98

1.67

U : Urauchi river K : Kuira river

考　　　察

1.マングローブ地帯の水質

図3と図4に油卜tylは伸良JlLおJ:こr '.>　¥ラ川oJ¥,二・ク、0 --ナ・j>!^i茂寸・封抽%V点で示し.u木地

の番号を示し1こ。,　また裏3に伸良川の水質の分析結果を衰4にHI!I知Iはタイ封Hの分析結果を

!j一汁C　図と裏から明らかなようにマンゲローブは海水と陸水の配り合う地紬こ繁殖し、モ¥Dlk

分濃度は河川にJ; --てし1 ¥ 7摘、相違が見られるがおよそ海水そU)まゝして璃r:i度から海水を6倍い二
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いL吾則した蝣fl黒し'蝣MC度職質にLi.・ lj-、r一均1..轟軒は、らfi-GAwftii'とし∴-ところまで!>i>'<;蝣11ろ(図5) 0

すなわち涌内川では河口から約6Jw上流までありその原9y濃度は満水を約6倍程度希釈した肌度

であり仲良川で河日から約4.5/<a?まであり職分巾塩素イオンが7.5g/′で海水を約3倍うすめた程

Il'1;叫j;1:'聖で、 L')イう川では叫l 「こし吊'-)蝣{ hi‥ト　で甘木.t&'uMftfiuj^lノたミE3fJiサtころこて'.iLo

こと.ができ、 (ll'lftl川では河「lか吊勺5km-cJ'ini;蟻V空は約5倍甘rォp.時である1-、　こ丁:1・吊II:)ltに・t?

ける河口から上流までの塩分の漉度変化は図5に示すとように河口からずいぷ′LL流まで海水が浸

フ・、「てい　こ_T∴fj-WU　ざ*.-*.こT、登IL当l一日:I・">ォォ:!lLつ長い用!.1∴・い/-:.L'.、、 ・に':'..[い川は二'.?&'*上空ft*見せ

・-ij　　二ili三流_畔・∴'長い=㍉')・'錆は千、、し　て,からこ・.1早:蝣;'HHIi-v-'ij.t>i"¥ -V　:^i6.'訂くJ,>

ちが-'/V.'帖;'l亡かI..・てL図では卜細1月t叫ik.'B一　表わしてい',;>上思え'}蝣蝣　マンケtJ-ブ(./>'生　甘Ⅲ

は塙分濃度がImsnl水の中では最も急激に変化するクライ川で最も高い塩分濃度の所にあり、次

いでw良川、伸mm、浦内川と塩分濃度がゆるやかに変化する順と一致しているt・-

.!・.に述べ-;.二LI:うに河Hか∴f)H一価i:m恒中細ミ度とcOjもl」¥&n--:- Jノー‖ -ブyI-I守してい・;蝣/ii

ではIUI白い関係がみられるO　河日から6km]雅れた所までマンJfローブの生育がみられる浦内川

の海水希釈度は6倍であり、 5tan恥hた所まで育っている仲間川での希釈度は5倍であ上　4.5

血藍て^M'uMI-Jは3倍、 1fol三てI.':・''蝣)'-/IllI.では2倍　　一l・.∴、:I,、

1　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7 8　　　　　　10　KM

Fifi. 5　Cl concentration with the distance from the river mouth
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Fig. 6　Guessed height of a riverbed and Cl concelltr呈vtion against distance from the

river mouth and the limitI:ing line of mangrove

ここで奇異に恩ふことは浦内川の上流船着場付近で下流よ年j二流の塩分濃度が高い,ことであ

O,一　　二;才1ほおそらく下流から上流に由って海水の浸入の際、海水は比重が大きいため底面を流~

jlて上流に行き舶着場付近の大きな溜りで乱流によって上面にこの海水が現われたのではないか

と解釈するがさらにくわしい調査が必要と思われる。.

2) I'M表の河川におけSi的a印,J)刺さ

西表島のヨ三要河川の物質楯の動きについて検討する。豪5-8までに四つcOfi刷IUくに対して

Na, Ca. Mg, Soヰ, HC03　のClに対する比の値を示した,　表では重量比で示したがこの値

を当蔓比になおして図にしたのが図7-10であるo CaとHCOaについては図7と図8に示す

ようにCa/CIの比をClの変化についてプロットすると図7でまたHCOa/Clの当局比をClの変化

についてフ~ロットすると図8が出来るE.　これで明らかなようにこれらイオンwClに対する比

は海水叫七よりも憤大きく、時に塩分離度が小さくなるにつ;il-Cその差が大きくなっている。.

この傾向は北野(1969)らがγ=Jスカ<T> Taku氷河地帯CO;水門で机司棟であるこtを認めてお年
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これは北野らが考察しているように水中の捉酸石灰質の懸濁物質が空「l11の朕蘭ガスにi: i)溶解し

たものか

CaCOg　+　H80 +　CO巳　→ Ca2+　+　2HCOa一

或はカルシウムを含んだ珪酸塩怪濁物が炭境によって潜解し次のように

Ca - Silicate + 2HaCOa　+　H20 → Ca2+ 1 2HCO3-　　nPLiSiC^ + Silicate

によってCa2+とHC03--^Silicateを生じたものか、また上流からのカルシウムや炭慨イオンの

供給によるものなどによると考察される。;　すなわち上流におけるこれらのイオンはCaで12.1

・54mg/」と大きいO　これに反しMgとS04については図9と図10に見るようにこれらイオン

のClに対する比はCl濃度の変化に対してほとんど変化なく海水のそれとほとんど一致するO
(I)

このことも北野ら(1969)が報告したアラスカの氷河地相の水と全く一致しており海水の希釈の

みによることを示している。.　また上流におけるこれらの成分は少なくMgがl-G.4mg//>でS04

が2-8.6mg/;:とやはり　CaやHC03　に比較すると低い憶を示しているo　これらマングロー

ブ地帯の水はこのように海水の浸入で多量の塩分を含むがさらに底質が泥でありマングロ-ブの

繁殖で多くの有機質を含むため上流より下流に行くにつれて溶存七表も低下するO　しかし卓近

め都会地における汚染された河川とは至くその質を異にすることは明らかでこの意味で河川に於

はるmmン)刑モ蝣&Ulolこは最L通し;二故少ないi-C　　‖目上い:い蝣!-U.1*-V∴'xいり　-oilで寺綾

はさらに徴良重金属や有機質などについて検討を加えれば興味ある研究ができるものと期待され

るC

Fig. 7　Plots of Ca/Cl against Cl content of natural waters in the IRIOMOTE Isl.
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Fig. 10　Plots of SOヰ!Cl against Cl content of natural waters in the IRIOMOTE Isl.

Table 5

Sample No.

K　-- 1

K　-

IC<　-　萱

K　-　4

K　-　5

K　-　6

Values of Na/Cl, Ca/Cl, Mg/Cl, SO4/CI and HCO3/C] in the

Kuira river

Na/CI Ca/C I Mg/CI Soヰ/Cl

0.55

0.52

0.51

0.50

0.49

0.48

0.022　　　　　　　0.067

0.022　　　　　　　0.068

0.022　　　　　　　0.068

0.022　　　　　　　0.068

0.022　　　　　　　0-067

0.022　　　　　　0.067

0.14

0.14

0.14

0.14

0.15

0.14

HCOs/Cl

0.12

0.13

0.13

0.13

0.14

0.15
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Table 6　Values of Na/Cl, Ca/Cl, Mg/C】, Soヰ/Cl呈md HCO3/CI in the

Nakara river

Sample No.

NR　-　1

NR　-　　2

NR　-　13

NR　-

NR　-　12

NR

NR ll

NR　-

NR　-　6

NR

NR

NR　-　9

NR　-　10

Na/CI Ca/CI Mg,/Cl

0.55　　　　　　0.022

0.54　　　　　　0.022

0.57　　　　　0.024

0.56　　　　　0.022

0.57　　　　　0.022

0.53　　　　　　0.022

0.64　　　　　　0.025

0.別　　　　　0.022

0.56　　　　　0.022

0. 55　　　　　0.024

0.069

0.068

0.068

0.068

0.068

0.067

0.076

0.068

0.069

0.070

0.69　　　　　0.43　　　　　　0.18

0.84　　　　　0.56　　　　　　0.23

0.84　　　　　0.62　　　　　　0.22

SO+/CI HCO3/Cl

0.14　　　　　　.13

0.14　　　　　　0.14

0.12　　　　　　0.14

0.12　　　　　　0.14

0.14　　　　　　0.14

0.14

0.16

0.14

0.14

0.14

0.16

0.18

0.18

0.23

0.42

0.31　　　　　40

0.38　　　　　48

0.27　　　　　　56

Table 7　　Values of Na/CI, Ca/Cl, Mg/Cl. SO4/Cl and HCOa/Ci in the

Urachi river

Sample No.　　　　　Na/CI Ca/Cl

U　- 1

U　-　2

u　--　a

u

U　-　5

U　-　6

U　-　7

i^X

U　-　9

0.56　　　　　0.022

0.55　　　　　0.022

0.53　　　　　0.022

0.53　　　　　0.022

0.50　　　　　0.022

0.53　　　　　0.022

0.50　　　　　0.024

0.64　　　　　2.7

0.63　　　　　　2.8

Mg/CI S04/CI HCOa/Cl

0.068

0.068

0.067

0.068

0.065

0.067

0.066

0.14　　　　　　0.13

0.14　　　　　　0.14

0.14　　　　　　0.14

0.14

0.14

0.18

0.15

0.17

0.25

0.38

0.31

0.053　　　　　　0.11　　　　19

0.053　　　　　　0.11　　　　18
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Table 8　　Vaiurs of Nn/Cl, Cn/Cl, Mg/Cl, SO-j/Cl mld HCO`事/Cl in the

Niikai

Samlale No.

N　-　6

N　--　7

N　- 13

N　-　8

N　-　9

N　- 10

N　- ll

N　- 12

N　- 14

Na/C I Ca/C I Mg/C I SO経/Cl

0.55　　　　　0.022　　　　　0.068　　　　　0.12

0.43　　　　　0.022　　　　　0.067　　　　　0.14

0. 39　　　　　0.022　　　　　0.0(56　　　　　0.14

0-35　　　　　0.022　　　　　0.067　　　　　0. 14

0.35　　　　　0.021　　　　0.066　　　　　0.12

0.44　　　　　0.028　　　　　0.067

HCOo/Cl

0.16

0.19

0.19

0.24

1.3

0.51　　　　0.10　　　　　0.10　　　　　0.023　　　　13

0.50　　　　　0.10　　　　　0.10　　　　　0.27

0.51　　　　　0.087　　　　　0.12

29

3)　西表の各河川水における化学組成の地;或　衷5-8と図　-10で見たようにNa. Ca,

Mg, SO4, HCOa各々のClに対する比の値をとれば海水以外に起源を持つと思えるこれらの化

学師の　M'Jbか;I,　査5-・8をni'^-c川一・・しサMill水に合蝣iu　ヒ判Iico,|2?.'!.'(こ・-1いてf-'flll水利

にふて^.tう.,

3-日　クイラ川(表5)

最初にCl濃度が最も低い柄でも10.9g/lをもつク(ラ川をとりあげる。 Clを10.9g./1以上含む

のだから'jイラ川においてはNa, Ca, Mg, SO4, HC03らCD全てが海水起源ではないかと推定

されるからである,_,　つまI)mつの河川の中では化学組成の成り立ちが最も簡鞭にあつかえると

思えるからであるo

Caf Mg, SO4, HC03は予紐しだ通り衷5に見られるようにこオ1らのClに対する比の値は

各々において同じ値をとりr'7イラ川における6つのサンプ)Lに含まれるCa, Mg, SO4, HC03は

全て海水起源と考えられる。　今の所十分に説明できないがNa/Cl比の他がC1の増加と典に減

少しNaが溶液系から除かれているように思える。

3-2)　仲良川(表6)

Na/Cl, Ca/Cl, Mg/Cl, SO4/C1などの比の値はC1濃度が4.01g/lまでは各々において同じ

厄をとりNa. Ca? Mg, S04などはClが4.01g/lまでだと全て海水起源であると思える　　aが

0.028g/lと低くなるとこれらの比の値はいずれにおいても高くなり　Na, Ca, Mg, SO*が海水

以外からも供給されていることがわかる。　これらの比の恒をもっと細かくみるとNa/Clは海水

における帖よりわずかに大きくなり　SO4/C1比の値が海水における億CD2倍くらいであるが

Mg/Clでは3倍、 Ca/Clでは20-30槽になりCaが最も多く海水以外から供給されていることが

わかる,。　p,[算してみるとこれ.らの水では海水から供結されたCa墓とはむしろ無視されるくらい

である。 HCOs/ClはClが15.2g/lまでは0.14と同じ値をとるがC1が13.1g/lの所から除々に増

え、 C1が0.028g/l以下だととても大きな値になりHCOaは河川水のpllを考慮に入れても海水以

外からも特にC1が0.028g/l以下になると来ていることがわかるo　海水と混じりあって伸良川

の水を作っている陸水の組成はCa 10-15mg/1, HC08 50-60mg/lということになる・.海水



・'Y IKM　渡久山: VM去.';:,の二i:.専l''IJMjJ日とi!S.ftlj&o'n見1恒・ntにお蝣:+ z実然水の化・、J-:帆.那た

こl二ォ:dLニ・り.!蝣サ->てK'n博V-3こ::.廿・1こし・,化・、用蝣l'''<し・・)工川.:よ　- - '-''・こ・・1}iォMivJ<:の化、湖L.心二道い:!・

I(三じてこる* (1*1 11、 12)

Fig. ll Relationships of Cl and HCO3 concentration

100　　　　200　　　　　300　8位lO/1) 400ト

Fig. 12　Relationsllips of (∴Hind HCO3 concentration
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3-3)　浦B川(表7)

Sample N0. 7のCl含鼻2.0g/lまでだとNa, Mg, Ca, S04は全て海水起源と思えるD C1台

畳が0.019g/lになるとCa/Clは海水におけるその他の120-130倍でCaはほとんど満水以外から

供給銅1ている　　Mg/Cl, SO4/CIはむしろ拭っているujは今の所十分には説明できない.ラ

Na/Cl比は海水におけるそれの値よt;:bずかに高く、わずかのNaが海水以外からも供給さ;hて

いるLl:うに思える.〕　HCOa/Clはとても高く(140倍)なt) HCOjlのほとんど全てが海水以外か

日出:iされてい;蝣:> y.思える._I

結局Sample独白　とNo. 9 '/>水は海水と混C,つて浦軸圧D水封′r・:っている担担水として考えて

いいと思え、 Mg, SO4, Naは・モれらのほとんどが海水からきているので海水以外からきている

Ca. HCOa　をみると、それらの濃度はC呈1. 50-55mg/h HCOr,は21mg/lであるo

fll'&JII引′卜　いろ陸水C)化学組成iillll'州!*{乍っていJ':,陸水,.) It K組.1心ty.-cも違いがit)

ら,二,　涌内川の陸水ではHCOaがCaに比べて、と「Iも少ない。　HCOa　は21mg/lである

から　7mg/lのCa LかHCO:,の相手としてほとれJ.r.　残りの40mg/1くらいのCaは他0)

陰1オンを相手にしなければならない　　cのことを検討するため表9には仲良川、浦内川、仲

間川r'r '-'LI)河Ift水t.olllCl濃度が上てもfivl.、氷について出巨ミJンとlJ f　¥-ンの当量信「持して示「

一・;,t-;:　{r;V¥|illl二伸良川て:ip・ r -i-:こ・・・・rr.日とSl" ! 、 i・)合nl7,"しくつ!"蝣・'-一てい;i.　N津」

川てtは:to鵬はsW)立-I.・てい　いこ　　ミ「「二!鮒・・v:.'!.二~付iしてい　　　湘I-i.-'') Cl lI V

のとても低い水は採水時土補色がかっていf:。　Cac叫目手はあるいは有機酸かもしれぬo

Table 9　　Equilibrium concentration of total altions and tota一 anions in land waters

of the Nakara, Urauchiとind Nakama river

The Nakara river

S呈imple No.

8

Na+Ca--Mg Cl 1-SCU十HC03

0.0018

10　　　　　　　　0.0023

The Urauchi river

Sample No.

8

9

Na + C壬l十Mg C「トso.* -;-- HCOa

∬ warn

0.0032

The Nnkama river

Sample No.

ll

12

13

0.0006

0. I"れ06

Na f Cn十Mg Cl+SO4圭HCO3

0.0010　　　　　　　　　　　　0.0012

0.0010　　　　　　　　　　　0-0012

0.0010　　　　　　　　　　　　0.ooio

:: Il f'JMJJII (表8.:I

Clが0.26g/lまでだと　Ca, Mgは海水から供給きれ、 Clが0.028g/l以下になるとCa!Cl

比の肺は海水の4-5倍になり, Mg/Cl比叫蔭は海水におけるその比叫直の1.5-2倍であるo

HCO3/C1はClが0.028g/l以下になると満水における<CO比の値の80倍になi) HC03の大部分
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3-5)　各河川水における払度0低い水の比較(図13)

l甘畏上M-tot 'j主要相川IWJ化学自';¥.がど0)ように!..-V沃:]・oているかをJ'1-0と11両こもjdi*ミTL'・:

ようにNa, Mg, Soヰ, Clはそれらのほとんど全部が海水起直であるといえるO　主要四河川

の化学組成で追うのはCa　と　HC0.3　である(図11、図12)　　モ心違いは海水と配合して各々

の河川水を作っている陸水の違いによる。　それで今まで述べたことを図13にまとめてみたo

詞13でみるようにこれらの河川水を作っている陸水は化学組成上全く違うPatternに位置Lて

いる。.　剤網目ではCaがHCOn　こ比べてとても多く供結き鉦仲良川、仲間川の水はCaCHOa)普
m

溶液に近いがCarbonate地域でよく見ら釣るCa(HCOa)2溶液塑(波久山ら、 1971)とは違って

Ca(HCOa)s溶波型よりもいく分HCO8過剰型である。二。　伸良用の陸水の方がlrP閥川(2>[量水に比

べCa, HC03共に多く含んでいる自　これらの三つの陸水Patternは各々の地域の自然環境の

.iWい'1Jvkく示していると思われる

20 40 60

Co (mg/f)

Fig. 13　HC03 and Ca in laild waters of the Nakara, Nakama and Urauch river
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